
二
専
門
職
団
体
の
歴
史
と
役
割

米
国
高
等
教
育
に
お
け
る
専
門
職
団
体
は
、
大
学
業
務
の
細
分
化

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
〇
〇
年
以
降
に
順
次
設
立
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
い
て
共
通
の
関
心
を
抱
え
た
ス
タ
ッ

フ
が
大
学
の
枠
を
超
え
た
繋
が
り
を
求
め
、
ま
ず
一
九
一
〇
年
に

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｏ
（
A
m
erica

n
A
sso
cia
tio
n
o
f
C
o
lleg
ia
te
R
eg
-

isters
a
n
d
A
d
m
issio

n
s
O
fficers）

の
前
身
と
な
る
団
体
が
、

次
に
一
九
一
四
年
に
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｉ
（
A
sso
cia
tio
n
o
f
C
o
lleg
e
U
n
-

io
n
s
In
tern
a
tio
n
a
l）
が
設
立
さ
れ
、
続
い
て
女
子
学
生
デ
ィ
ー

ン
の
登
場
か
ら
約
二
五
年
後
の
一
九
一
六
年
に
学
生
担
当
職
の
た
め

の
初
め
て
の
専
門
職
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ｅ
（
N
a
tio
n
a
l
A
sso
-

cia
tio
n
fo
r
W
o
m
en
in
E
d
u
ca
tio
n
）
が
設
立
さ
れ
た
。
学
生

担
当
職
の
起
源
は
一
八
九
〇
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
登
場

し
た
学
生
デ
ィ
ー
ン
に
遡
り
、
そ
の
後
女
子
学
生
へ
の
特
別
な
支
援

を
担
っ
た
女
子
学
生
デ
ィ
ー
ン
制
度
も
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
教
員

養
成
カ
レ
ッ
ジ
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
当
時
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

集
団
で
あ
っ
た
女
子
学
生
に
対
す
る
支
援
活
動
は
、
女
子
学
生
デ
ィ
ー

ン
や
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
学
生
集
団
に
よ
っ
て
活
発
に
行
わ
れ
、

現
在
の
学
生
支
援
に
も
通
じ
る
活
動
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
女
子
学
生
デ
ィ
ー
ン
ら
の
手
に
よ
っ
て
、

学
生
担
当
職
の
た
め
の
初
め
て
の
専
門
職
団
体
が
創
設
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
に
は
米
国
学
生
支
援
の
総
合
的

専
門
職
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
（
N
a
tio
n
a
l
A
sso
cia
tio
n
o
f

S
tu
d
en
t
P
erso
n
n
el
A
d
m
in
istra

to
rs）
、
次
い
で
一
九
二
四
年

に
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
A
m
erica

n
C
o
lleg
e
P
erso
n
n
el
A
sso
cia
tio
n
）

の
前
身
と
な
る
団
体
が
創
設
さ
れ
た
。

（
１
）

そ
の
後
も
、
健
康
管
理
、
学

生
活
動
、
奨
学
金
と
、
職
務
の
細
分
化
が
進
行
す
る
の
に
伴
い
、
専

門
職
団
体
の
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
全
国
規
模
の
学
生
支

援
の
専
門
職
団
体
の
他
に
も
地
域
、
州
、
機
関
種
ご
と
の
専
門
職
団

体
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
会
員
、
機
関
会
員
を
抱
え
運
営
さ
れ

て
い
る
。
全
米
レ
ベ
ル
の
専
門
職
団
体
が
研
究
機
能
や
高
度
な
訓
練

機
会
を
提
供
す
る
の
に
対
し
て
、
地
域
な
ど
小
規
模
な
専
門
職
団
体

は
、
主
に
情
報
交
換
や
専
門
職
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
専
門
職
は
数
多
く
の
専
門
職
団
体
と
関
わ
り
な
が
ら
、

研
究
者
が
学
協
会
を
通
じ
て
自
ら
の
専
門
領
域
の
高
度
化
を
促
進
し
、

新
た
な
知
を
生
み
出
す
の
と
同
様
に
、
専
門
職
ら
は
専
門
職
団
体
を

通
じ
て
専
門
領
域
の
専
門
性
の
向
上
を
図
り
、
実
践
の
新
た
な
方
向

付
け
を
行
っ
て
い
く
。
学
生
支
援
の
専
門
職
団
体
が
学
生
担
当
職
へ

果
た
す

具
体
的
な
役
割
は
、

M
a
rcu
s（
一
九
九
九
）
に
よ
っ
て
次
の

大学と学生 2008.155

一
は
じ
め
に

近
年
、

我
が
国
の
高
等
教
育
に
お
い
て
Ｓ

Ｄ
（
sta
ff
d
ev
elo

p
-

m
en
t

：

職
能
開
発
）
と
並
び
Ｐ
Ｄ
（
p
ro
fessio

n
a
l
d
ev
elo

p
m
en
t ：

専
門
職
能

開
発
）
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
一

般
的
に
大
学
職
員
に

必

要
と
さ
れ
る
能
力
を
高
め
て
い
く
の
が
Ｓ
Ｄ
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｐ
Ｄ

は
自
ら
が
従
事
す
る
業
務
特
有
の
専
門
的
な
能
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
米
国
の
場
合
、
Ｐ
Ｄ
を
担
う
中
心
的
存
在
は
主

に
専
門
職
団
体
で
あ
る
。
専
門
職
団
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
は
、
能
力
開

発
の
た
め
の
訓
練
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
領
域
に
お
け
る
現
状
の

把
握
、
専
門
職
の
将
来
像
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
デ
ル
の
開
発
な

ど
、
実
践
に
直
結
し
た
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
こ
と
で
、

そ
の
領
域
の
専
門
職
の
方
向
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
米
国
の
学
生
支

援
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
（
stu
d
en
t
a
ffa
irs

：

以
下
、
学
生
担
当
職
と

呼
称
）
に
と
っ
て
も
、
専
門
職
団
体
の
存
在
の
大

き
さ
は

例
外
で
な

く
、
今
日
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
準
作
成
か
ら
研
究
、
出
版
活
動
、

新
た
な
世
代
の
専
門
職
養
成
、
声
明
文
の
発
表
な
ど
、
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
学
生
担
当
職
に
貢
献
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
専
門
職
団
体

が
ど
の
よ
う
に
学
生
担
当
職
の
専
門
性
開
発
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
担
当
職
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
け
る

専
門
職
団
体
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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●
海
外
事
例
●

米
国
学
生
支
援
に
お
け
る
学
生
担
当
職
の

専
門
性
と
専
門
職
団
体

小
貫
有
紀
子

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）



動
を
通
じ
た
職
務
領
域
の
開
発
促
進
、
基
準
の
作
成
や
認
定
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
学
生
担
当
職
が
こ
れ
ら
の
専
門
職
団
体
の
活
動
を
通

じ
て
得
る
も
の
は
多
く
、
そ
れ
は
学
生
担
当
職
個
人
の
活
動
へ
の
参

加
の
度
合
い
や
関
わ
り
方
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の

点
で
は
共
通
す
る
部
分
も
あ
る（
N
u
ss
二
〇
〇
〇
）。

ま
ず
学
生
担
当
職
の
同
僚
集
団
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

活
動
を
通
じ
た
他
の
学
生
担
当
職
と
の
繋
が
り
に
留
ま
ら
ず
、
活
動

や
出
版
物
を
通
じ
て
交
わ
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア
や
、
業
務
を
超
え
た
関

心
の
共
有
は
、
学
生
担
当
職
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
効
果
を
も
た

ら
す
。
専
門
職
団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
人
と
人
の
結
び
つ
き
の
機
会

を
意
識
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
支
援
の
領
域
の
高
度

化
を
図
っ
て
い
く
。
他
に
も
専
門
職
団
体
を
通
じ
た
活
動
は
、
頻
繁

に
地
域
を
超
え
て
職
場
を
変
え
て
い
く
米
国
学
生
担
当
職
に
と
っ
て
、

交
流
を
継
続
さ
せ
る
重
要
な
手
段
で
も
あ
る
。

第
二
に
継
続
的
な
Ｐ
Ｄ
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に

近
年
、
複
雑
化
を
増
す
学
生
問
題
や
業
務
の
細
分
化
は
、
学
生
担
当

職
が
個
人
で
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
を
非
常
に
難
し
く
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
専
門
職
団
体
が
提
供
す
る
最
新
の
技
術
や
知
識
に
関
す

る
情
報
は
、
学
生
担
当
職
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
主

に
用
い
ら
れ
る
ツ
ー
ル
は
学
会
誌
や
書
籍
な
ど
の
出
版
物
や
講
習
会

な
ど
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
こ
れ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
に
お
け
る
情
報
発
信
も

頻
繁
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
地
方
の
学
生
担
当
職
に

も
十
分
な
訓
練
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ベ
ー
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
な
ど
も
急
速
に
広
ま
っ
て
い
る
。

第
三
は
新
た
な
専
門
職
の
た
め
の
訓
練
機
会
で
あ
る
。
一
般
的
に

米
国
の
学
生
担
当
職
は
大
学
院
の
養
成
課
程
を
修
了
後
、
大
学
の
枠

を
超
え
て
転
職
を
繰
り
返
し
な
が
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
。

し
か
し
な
が
ら
一
部
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
は
大
学
外
の
企
業
や
団
体
か

ら
採
用
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
や
、
教
員
か
ら
学
生
担
当
上
級
職
へ
転
身

す
る
場
合
も
多
く
、
専
門
職
団
体
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
機
能
は
彼
ら
に
と
っ

て
大
き
な
助
け
と
な
る
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
で
は
大
学

院
生
の
た
め
の
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
仲
介
を
行
う
な
ど
、
次
の
世
代
の
学
生
担
当
職
の
養
成
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

第
四
に
専
門

性
を
方

向
付
け
る
評

価
基
準
の
作
成
や
認
定
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
一

九
八
〇
年

代
以

降
、
学
生
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
評

価
の
基
準
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
り
、
学
生
支
援
の
場
合
は
関

連

す
る
領
域
の
専
門
職
団
体
が
基
準
を
作
成
し
、
Ｃ
Ａ

Ｓ
（
C
o
u
n
cil

fo
r

th
e
A
d
v
a
n
cem

en
t
o
f
S
ta
n
d
a
rd
s
in

H
ig
h
er

E
d
u
ca
-

tio
n
）
が
そ
れ
ら
を
一
つ
に
収

録
し
た
基
準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｃ
Ａ

Ｓ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
を
発
行
し
続
け
て
い
る
（
Ｃ
Ａ

Ｓ
二
〇
〇

六
）
。

大学と学生 2008.157

よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
学
生
の
多
様
性
の
対
応
へ
の
方
向
付
け

・
特
に
学
生
の
成
果
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
効
果
の
方
向
付
け
と
貢

献

・
学
生
の
成
功
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
の
先
導
、
高
等
教
育
組
織

体
へ
の
貢
献

・
学
生
問
題
に
効
果
的
か
つ
組
織
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
提
供

・
職
員
開
発
を
通
じ
た
職
員
の
能
力
と
活
気
の
保
証

特
に
学
生
担
当
職
の
専
門
職
団
体
は
他
の
領
域
の
専
門
職
団
体
に

比
べ
、
学
生
担
当
職
を
専
門
職
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
の
根
拠
や

裏
付
け
を
い
か
に
持
つ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
度
も
議
論
を
繰

り
返
し
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
学
生
担
当
職
が
扱
う
学
生
支
援
と
い
う
領
域
が
非
常
に
幅

広
く
、
か
つ
正
課
教
育
に
対
し
て
補
助
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
専
門
職
と
し
て
の
存
在
意
義
を
対
外
的
に

示
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
ら
の
専
門

性
の
科
学
的
根
拠
を
模
索
す
る
中
で
、
専
門
職
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
研
究
者
ら
と
の
交
流
、
教
育
系

の
専
門
職
団
体
や
教
員
と
の
共
同
執
筆
に
よ
る
声
明
文
の
発
表
な
ど
、

大
変
多
岐
に
わ
た
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
専
門
職

団
体
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
米
国
学
生
担
当
職
の
方

向
付
け

を
行
い
、
職
務
と
し
て
の
専
門
性
を
確
立
す
る
た
め
に
積
極
的
に
働

き
か
け
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
今
日
の
学
生
担
当
職
の
専
門
性
の

高
さ
や
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
能
力
な
ど
は
、

専
門
職
団
体
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

三
専
門
職
団
体
に
お
け
る
活
動

学
生
支
援
の
専
門
職
団
体
が
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
具
体
的
に
専
門

職
団
体
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
専
門
職
団

体
の
活
動
の
基
本
は
学
生
担
当
職
の
た
め
の
学
外
で
の
学
習
活
動
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
国
の
場
合
も
我
が
国
と
同
様
に
、
就
業
後
の

学
生
担
当
職
に
と
っ
て

Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
o
n
th

e
jo
b
tra

in
in
g

：

職
場

内

訓
練
）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
学
生
担
当
職
に

求

め
ら
れ
る
高
度
な
技
術
・
知
識
は
、
職
場
だ
け
で
獲
得
す
る
に
は
限

界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
学
外
で
の
学
習
活
動
に
も
比
重
が
置
か
れ
お

り
、
専
門
職
団
体
は
そ
の
多
く
を
担
っ
て
い
る（
保
坂
二
〇
〇
三
）。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
年
次
大
会
の
開
催
や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
、
出
版
活
動
、
優
秀
者
の
表
彰
、
就
職
の
支
援
活
動
、
研
究
活
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図
１
の
よ
う
に
、
学
生
担
当
職
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
、
大

学
院
で
の
養
成
課
程
が
入
り
口
段
階
に
お
け
る
基
本
的
知
識
と
実
践

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
一
方
で
、
専
門
職
団
体
で
は
研
究
、
個

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
訓
練
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
よ

り
深
い
訓
練
機
会
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
入
職
後
、
よ
り
高
度
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
た
め
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
博
士
号
取
得
の

た
め
に
大
学
院
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
よ
う
に
養
成
課
程
の
基
準
を
専
門
職
団
体
が
定
め
る
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表１ キャリアサービスにおけるスタッフの
職名および求められる学位

職 名 平均経験年数 博士号 修士号

ディレクター 14.7 ○

副ディレクター 12.3 △ ○

ディレクター補佐 7.4 ○

コーディネーター 7.1 ○

キャリア情報／資料専門職 7.7 ○

カウンセラー 6.4 ○

経験的教育コーディネーター 6.9 △

就職コーディネーター 7.4

技術コーディネーター 7.0

典拠：StateoftheProfession:ResultsfromNACE's2004Career

ServicesBenchmarkingSurvey,August2004より作成

注 ：博士号、修士号ともに記述がないものについては学士号相当

図１ 学生担当職のキャリア形成における「教育・
研究」と「実践」の関係

Ｃ
Ａ
Ｓ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
九
八
六
年
に
初
め
て
出
版
さ
れ
て
以
降
、

改
訂
の
度
に
扱
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
二
〇
〇
六

年
に
出
版
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｓ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
最
新
版
『
P
rofes-

sion
a
l
S
ta
n
d
a
rd
s
for
H
ig
h
er
E
d
u
ca
tion
』
で
は
、
三
七
の

加
盟
団
体
の
も
と
、
三
四
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
学
院
の
養
成
課
程
を

含
む
基
準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
学
生
支
援
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
準
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
始
め
と
し
て
、

他
に
も
領
域
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
さ
ら
に
詳
し
い
基
準
や
自
己
評

価
、
認
証
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

専
門
職
団
体
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
同
僚
評
価

を
基
本
と
し
て
お
り
、
学
生
担
当
職
の
専
門
職
と
し
て
の
自
律
性
を

強
調
す
る
有
効
的
な
手
段
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
小
貫

二
〇
〇
五
）。

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
担
当
職
ら
は
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
提
供
者
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
だ
け
で
は
身
に
付
け
に
く
い
学
生
担
当
職
自
身
の

管
理
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
の
育
成
、
所
属
す
る
分
野
へ
の

帰
属
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
学
生
担
当
職
に
と
っ

て
専
門
職
団
体
と
の
関
係
は
大
変
深
い
も
の
で
あ
り
、
近
年
で
は
フ

ル
タ
イ
ム
の
学
生
担
当
職
に
限
ら
ず
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
や
大
学
院

生
な
ど
周
辺
の
人
々
に
も
参
加
対
象
が
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。

四
大
学
院
養
成
課
程
と
専
門
職
団
体

一
九
七
〇
年
代
か
ら
は
大
学
院
に
お
け
る
学
生
担
当
職
の
養
成
課

程
の
標
準
化
も
試
み
ら
れ
、
ま
た
市
場
の
拡
大
と
と
も
に
養
成
課
程
の

数
自
体
も
広
が
っ
て
い
っ
た（
保
坂
二
〇
〇
三
）
。
現
在
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
全
米
の
学
生
担
当
職
の
た
め
の
大
学
院
養
成

課
程
（
修
士
課
程
一
二
三
、
博
士
課
程
五
七
、
そ
の
他
八
）
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
基
礎
と
な
る
学
問
分
野
も
心
理
学
、
教
育
学
、
経
営

学
な
ど
大
変
多
様
で
あ
る
。

（
２
）

ま
た
近
年
で
は
学
生
担
当
職
と
い
う
一

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
領
域
ご

と
の
養
成
課
程
も
徐
々
に
広
が
っ
て
お
り
、
学
生
担
当
職
の
多
様
性

を
裏
付
け
て
い
る
。

（
３
）

一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
学
生
担
当
職
に
求
め

ら
れ
る
学
位
は
、
修
士
号
か
そ
れ
と
同
等
の
知
識
や
技
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
博
士
号
は
学
生
担
当
副
学
長
の
よ
う
な

一
部
の
限
ら
れ
た
学
生
担
当
上
級
職
に
推
奨
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

し
か
し
大
学
院
養
成
課
程
の
広
が
り
に
伴
い
、
今
日
で
は
現
場
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
（
部
門
長
）
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
博
士
号
を
求
め
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
。
表
１
は
学
生
担
当
職
の
中
で
も
比
較
的
古
く
か

ら
存
在
し
て
い
る
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ

の
職
名
お
よ
び
平
均
的
に
有
し
て
い
る
学
位
で
あ
る
。
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（
１
）
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
は
当
初
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
（
N
a
tio
n
a
l
A
sso
cia
tio
n

o
f
D
ea
n
s
a
n
d
A
d
v
isers

o
f
M
en
）
と
し
て
創
設
さ
れ
、
男
子
学

生
デ
ィ
ー
ン
の
た
め
の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
に
対
象
者
を

広
げ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
と
改
称
し
、
学
生
担
当
職
の
管
理
職
を
中
心
と
し

た
団
体
へ
と
発
展
し
た
。
一
方
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
は
当
初
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
（
N
a
-

tio
n
a
l
A
sso
cia
tio
n
o
f
A
p
p
o
in
tm
en
t
S
ecreta

ries）と
い
う
就

職
支
援
の
た
め
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
集
団
と
し
て
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
持
ち
、

現
在
で
は
対
象
領
域
を
全
て
の
学
生
支
援
に
広
げ
て
い
る
。
現
在
で
は

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
も
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
も
大
学
院
生
か
ら
上
級
管
理
職
ま
で
を
メ
ン

バ
ー
に
含
ん
で
お
り
、
両
方
の
団
体
に
所
属
す
る
専
門
職
も
多
い
。

（
２
）
学
生
担
当
職
の
養
成
課
程
の
標
準
化
に
関
す
る
詳
細
は
保
坂
（
一

九
九
三
）を
参
照
。

（
３
）
例
え
ば
学
習
支
援
（
lea
rn
in
g
a
ssista

n
t）
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

学
習
技
能
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
科
目
に
配
置
し
た
修
士
号
、
博

士
号
取
得
コ
ー
ス
が
存
在
し
て
い
る（
小
貫
二
〇
〇
六
）。
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島
大
学
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等
教
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研
究

開
発

セ
ン
タ
ー
、

七
三
―
八
〇
頁
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こ
と
に
よ
っ
て
、
現
職
の
学
生
担
当
職
が
間
接
的
に
次
の
世
代
の
専

門
職
養
成
に
関
与
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
専
門
職
が
抱

え
て
い
る
実
際
の
課
題
が
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
反
映
さ
れ
る
と
同

時
に
、
大
学
院
に
お
け
る
学
術
的
な
研
究
成
果
も
専
門
職
団
体
の
出

版
物
や
、
研
究
し
た
本
人
に
よ
っ
て
直
接
実
践
の
場
へ
と
伝
達
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
養
成
課
程
と
専
門
職
団
体
の
強
い
結
び
つ
き
は
、

教
育
・
研
究
と
実
践
と
の
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
方
策

と
も
言
え
る
。

五
近
年
の
課
題

最
後
に
専
門
職
団
体
の
最

近
の
動

向
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
近

年
、
学
生
支
援
の
二
大

総
合
団
体
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ

か
ら
『
学
習
の
再

考
（
lea
rn
in
g
reco
n
sid
ered
）
（
2004/

2006）
』

と
い
う
新
た
な
文

書
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年

代
以

降
、
米

国
の
高
等
教
育
に
起
き
た
大
学
教
育
改
革
ブ
ー
ム
は
、
学
生
支
援
の

分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
『
学
習
の
再
考
』
は
、
正

課
教
育
の
補
助
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
が
ち
で
あ
っ
た
学
生
支
援
を
、

学
生
の
学
習
成
果
を
高
め
る
た
め
に
正
課
教
育
と
融
合
す
る
存
在
と

し
て
定
義
し
直
す
こ
と
を
試
み
た
文
書
で
あ
る
。
現
在
多
く
の
専
門

職
団
体
に
お
い
て
、
こ
の
『
学
習
の
再
考
』
の
影
響
に
よ
り
、
様
々

な
側
面
か
ら
学
生
支
援
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
始
め
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
連

携
で
あ
る
。
学
生
支
援
の
専
門
職
団
体
は
か
つ
て

一
九
七
〇
年

代
に
、
一
つ
の
団
体
へ
と
統

合
す
る
こ
と
を
試
み
る
動

き
を
見
せ
た
が
、

失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
各
団
体
の
自

律

性
を
保
ち
な
が
ら
、

複
雑
化
す
る
学
生

問
題
を
共
に
解

決
す
る
た
め

の
連

携
を
積

極
的
に
推

進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ａ

と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
共
同
で
数
々
の
文
書
を

執
筆
し
て
き
た
こ
と
を
始
め
、
学
習
支
援
の
分
野
で
は
専
門
職
団
体

が
連
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
証
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

最
近
で
は
国
を
超
え
た
国
際
的
な
連
携
の
動
き
も
見
え
始
め
て
お
り
、

こ
の
流
れ
は
今
後
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
専
門
職
団
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
の
諸
相
を
通
じ
て
、

学
生
支
援
に
お
け
る
専
門
職
団
体
と
学
生
担
当
職
の
関
係
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
。
学
生
担
当
職
に
と
っ
て
専
門
職
団
体
は
単
な
る
学
外

の
交
流
を
行
う
場
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
米

国
に
お
け
る
学
生
支
援
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
議
論
の
中
心
に
、

専
門
職
団
体
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
専
門
職
団
体

が
推
進
す
る
活
動
の
一
つ
一
つ
が
、
学
生
担
当
職
の
あ
る
べ

き
姿
を

現
わ
し
、
次
の
専
門
職
像
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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